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大学等と産業界等が連携し、

企業や地域などの人材育成ニーズを踏まえた

リスキリングプログラムを開発・提供することで、

産業成長や地域課題の解決、

新たな価値創出を担う人材の育成を推進するものです。

事業構想大学院大学も採択事業者の一つとして、

これまで培ってきた社会人教育や、

企業・自治体・金融機関をはじめとする多様な組織との連携の知見を活かし、

実践的な人材育成プログラムを展開しています。

本プログラムもその一環として、

社会や地域のこれからを担う方々に、

新たな価値を構想するための学びの機会を提供します。

文部科学省 産学連携リ・スキリング・エコシステム構築事業とは

INTRODUCT ION01
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文部科学省は、社会人が新しい知識や

スキルを学び直す「リスキリング」の

機会を、より多くの人に広げようとしています。

大学院修士課程で培ってきた「事業構想学」の

カリキュラムから、そのエッセンスを凝縮。

 新たな価値や未来を構想するための考え方を、

全4回の講座で実践的に体験いただきます。

より多くの社会人に、これからの時代に必要な

「構想する力」に触れていただくことを目指しています。

リスキリングを、もっと身近に。

INTRODUCT ION01
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事業構想大学院大学とは
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事業構想大学院大学とは

I N T R O D U C T I O N0 1
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事業構想大学院大学は、AI時代・不確実な時代に

求められる、「社会や顧客の変化から課題の本質を

捉え、実現したい未来を描き、事業として実現す

る道筋をつくる」事業構想について、日本で唯一

体系化したカリキュラムを保有する社会人向け大

学院です。

事業構想修士  M P D  （２年間）
 M a s te r  o f  P ro j e c t  D e s i g n

修士課程

事業の根本のアイデアから発想し、理想となる事業構想を

考え、実現可能になるようアイデアを洗練させ、 ​
構想計画を構築することを目的とした学問。
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大阪校
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事業構想大学院大学とは
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事業構想大学院大学とは
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社会が変わるいま、学びの意味も変わっている
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なぜいま「構想力」なのか

事業構想大学院大学で学ぶのは、

知識を増やすことではありません。

社会や顧客の変化を捉え、実現したい未来を描き、

それを事業として動かしていく力です。

具体的には、

・まだ満たされていないニーズや課題の本質を見つける。

・アイデアを、価値を生み続ける事業の仕組みに組み立てる。

・そして、社内外の人に伝え、共感と協力を得ながら実現へ進める。

本学では、こうした一連の力を体系的に磨いていきます。
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生成AIの進化により、情報収集や分析、

資料作成、アイデア出しは、

これまで以上に速く、効率的になっています。

AIを使うこと自体は多くの仕事で当たり前の前提になります。

だからこそ、これから差がつくのは、

AIを使えるかどうかではありません。

社会の変化を捉え、

自分たちの経験や資源、多様な知を結びつけながら、

まだ存在していない未来を描き、その実現への道筋を考える。

それが、これからの時代に求められる「構想する力」です。

AIを使うことは、もう特別ではなくなる

W H Y  P R O J E C T  D E S I G N  N O W
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企業の人事担当者の方々とお話ししていると、

新規事業研修や事業コンテストで提案される企画は、

以前よりも「きれいに整ってきた」と聞きます。

その背景には、やはりAIが使われているようです。

市場分析、ターゲット設定、ビジネスモデル、収益イメージ。

AIを活用すれば、一定水準の企画を、

短時間でまとめられるようになりました。

一方で、企画を並べてみると、似たような顧客、似たような課題、

似たような解決策が多い。論理は通っていても、

どこかありきたりで、心をひかれない。

AIが企画の平均点を引き上げるほど、「なぜ、この事業なのか」という

独自性がなければ、事業は簡単に埋もれてしまいます。

エピソード：AIが企画の平均点を上げるほど、事業は似ていく

W H Y  P R O J E C T  D E S I G N  N O W
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どれだけ技術が進化しても、

「どのような未来を実現したいのか」

「誰に、どのような価値を届けるのか」

「自社や地域の資源を、どのように活かすのか」

という問いは、

人が向き合い、構想すべきものです。

AI時代に求められるのは、問いを立て、

価値を見出し、未来を具体化する力です。

差がつくのは、「問い」の質である

W H Y  P R O J E C T  D E S I G N  N O W
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発想を市場投入するまでを体系的に学ぶ

サイクルを回し続け、事業

構想を創る力を実践的に習

得する

W H Y  P R O J E C T  D E S I G N  N O W
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2年間の院生生活
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週2〜3日程度の受講で修了可能
平日2〜3日/平日1、土曜日1日など

様々なパターンが可能

仕事と両立しやすい時間割
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ここまでご紹介した事業構想大学院大学の学びから、

未来を描き、実現への道筋を考えるための

エッセンスを凝縮した講座を実施します。

文部科学省が推進するリスキリングの取り組みの一環として、

 大学院での学びをより身近に、

気軽に体験いただける全4回のプログラムです。

新規事業や既存事業の変革、地域課題の解決など、

具体的なテーマがまだ決まっていない方もご参加いただけます。

大学院の学びを、全4回で体験

INTRODUCT ION
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講座プログラムのご紹介

PROGRAM
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日程｜全4回

第1回　10月21日（水）18:30〜21:00

「顧客を創り、未来をデザインするマーケティング思考」(小宮 信彦
特任教授)

第2回　11月9日（月）18:30〜21:00

「テクノロジーで変わる世界を、どう捉えるか―未来の兆しを読み解き、

自分たちの「次」を構想する ―」(藤井
康弘
教授)

第3回　11月16日（月）18:30〜21:00

「持続可能な新規事業開発の進め方」(橋本 良子
特任教授)

第4回　11月30日（月）18:30〜21:00

「事業構想から地域の未来を考える-地域の“いま”を見つめ、次の一手を構想する-」

(田村 典江
准教授)

PROGRAM
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地域未来構想人材育成プログラム 大阪
事業構想大学院大学 大阪校(グランフロント大阪
タワーC
10F)
オンライン(ZOOM)
 ※会場・オンライン同時開催会場 10,000円受講料



日程｜全4回

第1回　10月20日（火）18:30〜21:00

「テクノロジーで変わる世界を、どう捉えるか

―未来の兆しを読み解き、自分たちの「次」を構想する ―」

(藤井 康弘
教授)

第2回　10月27日（火）18:30〜21:00

「正しい」を哲学する― 答えのない時代に、自分の判断軸を問い直す哲学的思考」

(下村 智典
助教)

第3回　11月12日（木）18:30〜21:00

「持続可能な新規事業開発の進め方」

(橋本 良子
特任教授)

第4回　11月24日（火）18:30〜21:00

「事業構想計画の本質とその策定プロセスについて」

(二村 暢朗
特任教授)

PROGRAM
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地域未来構想人材育成プログラム 神戸
アンカー神戸 イベントスペース

〒650-0001 兵庫県神戸市中央区加納町４丁目２−１
 神戸三宮阪急ビル 15階会場 10,000円受講料

https://anchorkobe.com/


日程｜全4回

第1回　10月14日（水）18:30〜20:30

「顧客を創り、未来をデザインするマーケティング思考」

(小宮 信彦
特任教授)

第2回　10月30日（金）18:00〜20:30

「正しい」を哲学する― 答えのない時代に、

自分の判断軸を問い直す哲学的思考」(下村 智典
助教)

第3回　11月13日（金）18:00〜20:30

「アントレプレナーシップとまち育て」

(ゲスト講師 和田 真治 和歌山大学 アントレプレナーシップデザインセンター 

起業家精神涵養教育部門 教授
(副センター長))

第4回　11月27日（金）18:00〜20:30

「事業構想から地域の未来を考える-地域の“いま”を見つめ、

次の一手を構想する-」(田村 典江
准教授)

PROGRAM
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地域未来構想人材育成プログラム 和歌山
KEY SITE（キーサイト）　2F イベント会場

〒640-8341　和歌山県和歌山市黒田二丁目18番5号
 JR和歌山駅東口徒歩約8分会場 10,000円受講料

https://kiyo-keysite.com/
https://anchorkobe.com/
https://anchorkobe.com/
https://anchorkobe.com/
https://anchorkobe.com/
https://anchorkobe.com/


PROGRAM
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こんな方におすすめです

▶ 新規事業や新たなプロジェクトを考えている方

▶ 既存事業をこのまま続けてよいのか、次の方向性を考えたい方

▶ 自社の技術・ノウハウ・顧客基盤などを、新たな価値につなげたい方

▶ 事業承継や第二創業を機に、会社のこれからを考えている方

▶ 社会や地域の課題を、新たな事業の可能性として捉えたい方

▶ AI時代に必要となる、新しい思考法や構想力に触れてみたい方

「新規事業と言われても、まだテーマが決まっていない」

「何か変えなければと思っているが、次に何をすればよいか分からない」

「自分の仕事や経験を、もっと別の可能性につなげてみたい」

そんな段階からでもご参加いただけます。本プログラムは、

完成した事業計画を持つ方だけのための講座ではありません。

むしろ、これから何を考えていくべきなのかを考えるところから、

事業構想は始まります。



PROGRAM
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応募方法

本プログラムは文部科学省事業の一環とし

て実施するため、エントリーフォームにご

入力いただく自己紹介や本プログラムへの

応募目的等をもとに、受講の可否を確認さ

せていただきます。

内容を確認のうえ、受講の可否をご連絡さ

せていただきます。なお、受講可能とさせ

ていただいた方には、あわせて、受講料の

お支払い方法についてもご案内いたしま

す。

まずは、エントリーフォームより必要事項

をご入力のうえ、お申し込みください。



お問い合わせ

事業構想大学院大学

大阪校

osaka@mpd.ac.jp
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